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令和２年４月、木曽広域連合に新たな部署ができます
　木曽郡内６町村では、「森林経営管理制度」（後述）の効率的な運用
を図るため、広域的に連携して事務を実施することができないか、昨
年より検討を重ねてきました。
　その結果、県や町村から人的支援をいただく中で、広域連合に新た
に「森林整備推進室」を設置して制度推進していくこととなりました。
　４月以降、各町村が策定した実施方針に沿って、順次森林所有者の
意向調査等を行い、森林経営管理制度に基づく森林整備を進めます。

平成31年４月、森林経営管理制度がスタートしました
森林経営管理制度とは
　現在、森林組合等が森林経営計画を作成して、森林整備を
積極的に行っています。しかし、管理されていない森林も少
なくありません。
　このため、森林の経営や管理が行われていない「人工林」
について（図１参照）、「市町村」が仲介役となり森林所有者
と担い手（森林組合等）を繋ぎ、森林の整備を進めていく

「森林経営管理制度」がスタートしました（図２参照）。
　この制度では、森林所有者の意向を聞いて、市町村に委託
された森林について大きく２つの管理を行います。
　１つは、林業経営に適した森林を意欲と能力のある林業経
営者に再委託して管理します。
　もう１つは、林業経営に適さない森林を市町村が自ら管理

（森林整備等）していきます。

木曽広域連合の最新情報は、ホームページをご覧ください。

http://www.kisoji.com/kisokoiki/
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　　　森林所有者の皆様へ

木曽地域の森林経営管理制度の実施について
～森林所有者は森林の適切な経営管理を行わなければなりません～
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自然・人・地域がつながるふるさとづくり

手入れが実施されないと森林の働きが損なわれます。
森林は適切な手入れが必要です。 図１

森林の成長 浸透量少ない

１本１本が充分に日光を受けることがで
きず、木は細長くなり弱くなります。ま
た、林内にも光が入らないため、下層に
は下草や低木が育ちにくくなります。

地表がむき出しのため、
表土が流出しやすくな
り、水源涵養機能も低
下します。

間伐しないと

木曽地域の制度運用イメージ

木曽郡６町村
町村ごとの
実施方針を策定

木曽広域連合
「森林整備推進室」
広域的に制度を運用
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適切に経営管理を実施していない森林について市町村が仲介

市町村 市町村が管理森林所有者

②経営管理を委託

意欲と能力のある林業経営者に再委託して管理

③�林業経営に�
適した森林

④�林業経営に�
適さない森林

①意向を確認

図２

森林環境譲与税で森林を整備。
利益があっても所有者には還
元されません。

間伐等で利益があれ
ば所有者に還元され
る場合があります。

今後どのように経営管理したいか

市町村に委託したい
（市町村と協議）

情報共有
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木曽広域連合議会だより
令和２年木曽広域連合議会第１回定例会 開催日：令和２年２月27日㈭

条例の制定・改正６件、補正予算２件、新年度予算３件が原案どおり可決されました。
▼議案第 1 号　木曽広域連合施設整備基金条例の制定について ……可決
▼議案第 2 号　木曽広域連合事務局設置条例の一部改正について ……可決
▼議案第 3 号　 議会の議員の議員報酬並びに特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に 

関する条例の一部改正について ……可決
▼議案第 4 号　木曽広域連合分担金条例の一部改正について ……可決
▼議案第 5 号　木曽広域連合介護保険条例の一部改正について ……可決
▼議案第 6 号　 長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び規約の変更 

について ……可決
▼議案第 7 号　令和元年度木曽広域連合一般会計補正予算（第４号） ……可決
▼議案第 8 号　令和元年度木曽広域連合介護保険特別会計補正予算（第４号） ……可決
▼議案第 9 号　令和２年度木曽広域連合一般会計予算 ……可決
▼議案第10号　令和２年度木曽広域連合介護保険特別会計予算 ……可決
▼議案第11号　令和２年度木曽広域連合下水道事業会計予算 ……可決
▼全員協議会　 ①木曽広域連合規約の変更について
協議事項３件　 ②木曽寮移転・改築基本計画（案）について
　　　　　　　 ③木曽広域連合財務諸表の報告について

行政報告（抜粋）
　令和元年12月に、中国湖北省武漢市において病原体不明の肺炎患者が発生し、後に新型のコロナウイルスによるも
のと判明。この疾患は世界各国で感染者、死亡者が確認されるなど、世界保健機関（WHO）は、１月30日に、「国際
的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」を宣言。日本政府及び長野県では、「感染症対策本部」を設置して対策強化に
乗りだしました。木曽広域連合及び木曽広域消防本部（緊急搬送）では、長野県や木曽保健所、医療機関などと綿密な
連携を図り、その対応に努めてまいります。

地域振興課
　２月３日、「尾張藩連携事業推進協議
会の結団式」が名古屋城本丸御殿で行わ
れ、名古屋市長をはじめ、木曽郡下６町
村長を含む12市町村長が集い、趣意書
の締結を行ってまいりました。中京圏域

（中部国際空港）から多くのインバウン
ドが木曽を訪れてもらえるよう、ともに
スクラムを組んで事業促進の展開を図っ
てまいります。

木曽文化公園
　１月18日、「清水ミチコトーク＆ライブ2020in木曽」を催
し、チケット完売、666名と多くの皆様に来場いただき、２
月２日㈰は開館30周年記念事業として中山道映画祭を企画し、

「木曽オリオン」のTV再放送に合わせ、田中要次氏のトーク
ショー、東京大学名誉教授の岡村定矩氏による天文学講演の特
別上映会を行い、280名の皆様にお楽しみいただきました。

木曽消防本部
　昨年一年間の火災出動は、18件（前年比1件増）となり、内
訳は、建物火災７件、その他火災８件、林野火災２件、車両
火災が１件となっております。主な出火原因は、建物火災がス
トーブに関わるもの、その他火災の内３件と林野火災２件は放
火の疑いによるものでした。
　救急件数では、1,562件（前年比78件減）となり、急病が全
搬送の68％を占めました。

情報センター
　令和元年度のケーブルテレビ光化整備
対象地域である、木祖村、木曽町日義地
区、上松町の幹線工事は計画どおり全て
完了し、現在、加入者宅引込工事を進め
ています。加入者不在など連絡が取れな
い状況もあり遅延しています。今後、宅
内工事の日程調整等を図り進めてまいり
ます。

健康福祉課・介護保険事業
　介護保険の運営状況は、給付額が12
月審査分までの９ヵ月間で、前年度比約
0.6％（16,849千円）の微減となりま
した。主な要因は、第７期介護保険計画
策定期より、予防事業などに効果が上が
り介護認定率が低下したものと考えられ
ます。今後も慎重に給付費の推移を見守
り、諸々の変化に対応してまいります。

建設課
　「中部国道協会及び長野県南部国道連
絡会」の次年度事業に関する調整事項に
ついて、飯田国道事務所と中部地方整備
局を訪問して、概要計画の方針について
協議してまいりました。
　本年度事業として実施した、「町村橋
梁定期点検業務」は、４町村（木曽町、
上松町、南木曽町、大桑村）、あわせて
135橋の実績となりました。

木曽寮
　インフルエンザ、ノロウイルス等によ
る感染や発症は、今日まで無く、利用者
は落ち着いて日常生活を送っています。
しかしながら、新型コロナウイルスへの
警戒対策として、２月19日に「感染症
委員会」を開催し、主治医や医療関係者
からの助言とあわせ、職員の行動は元よ
り面会者や来寮者への対応、職場の衛生
管理や予防対策など必要な環境づくりに
努めてまいります。

環境課
　汚泥集約センターでは、新年度より公
共下水道事業として公営企業会計に移行
するため、平成31年４月から、例規整
備やシステム改修など会計処理に伴う職
員研修を重ねてまいりました。支援業務
も順調に進捗し、適切な会計業務に努め
てまいります。
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令和２年度　当初予算の概要

    一 般 会 計　歳入歳出総額：47億7,436万2千円�

    介護保険特別会計　歳入歳出総額：43億1,616万9千円�

    下水道事業会計

[ 主な事業内容 ]
・ケーブルテレビ光化促進事業
 14億2,745万1千円
・ケーブルテレビ施設管理費
 4億1,435万4千円
・広域消防運営費
 6億8,600万9千円
・ごみ処理施設管理運営費
 4億8,490万７千円
・し尿処理施設管理運営費
 2億8,693万6千円
・旧ごみ処理施設解体事業
 3億4,854万6千円
・老人ホーム木曽寮運営費
 2億8,177万3千円
・木曽文化公園運営費
 1億  545万5千円

[ 主な事業内容 ]
・介護サービス給付事業費
 37億1,055万8千円
・特定入所者サービス事業費
 1億5,938万4千円
・総合相談事業費
 1億3,911万3千円
・高額介護サービス諸費
 8,108万5千円
・介護予防・生活支援サービス事業費
 6,756万8千円
・介護認定事業費
 1,980万9千円

（対前年度７億781万９千円増）

（対前年度4,112万2千円増）

※令和２年度より、下水道事業は、公営企業会計に移行します。

資本的収支収益的収支 施設を整備するための収入と
支出を表しています。事業を運営するための収入と支出を表しています。

補填財源は減価償却費と長期前受金戻入の差額
のうちから充てます。

総務費
20億9449万7千円

43.9%

保険給付費
39億8616万2千円

92.4%

歳 出
47億7,436万2千円

歳 出
43億1,616万9千円

歳 入
43億1,616万9千円

歳 入
47億7,436万2千円

分担金及び負担金
34億9243万円
73.1%

保険料
7億723万9千円
16.4%

町村負担金
6億3148万8千円
14.6%

国庫支出金
11億1037万5千円

25.8%

支払基金交付金
10億9597万7千円

25.4%

民生費
3億6366万3千円

7.6%

総務費 他
9868万8千円
2.2%

衛生費
12億2048万1千円

25.6%

地域支援事業費
2億3131万9千円

5.4%

農林水産業費
7724万8千円
1.6%

消防費
6億8600万9千円

14.4%

教育費
1億1030万円

2.3%

公債費
8620万5千円
1.8%

予備費
1187万1千円
0.2%

議会費
1648万6千円
0.3%

土木費
1億760万2千円
2.3%

使用料及び手数料
6億5777万8千円
13.8%

国庫支出金
3億7268万8千円

7.8%

県支出金
6億3125万9千円

14.6%

その他
2億5146万6千円

5.3%

その他
1億3983万1千円

3.2%

収  入
1億3,837万3千円

衛生費分担金
9641万1千円

減価償却費
6270万7千円

衛生費負担金
1118万5千円

特別損失
56万4千円

予備費
30万円

支払利息等
441万円

支  出
1億3,837万3千円

補填財源
2281万2千円

公債費
2281万2千円

収  入
2281万2千円

支出
2281万2千円

汚泥集約センター
管理運営費
7039万2千円

歳入・歳出

歳入・歳出

長期前受金戻入
3077万7千円
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木曽広域ケーブルテレビ全線光化事業について
　木曽広域ケーブルテレビでは、幹線に用いている同軸ケーブルの今後の供給に支障をきたす状況に
鑑み、全線光ファイバーケーブルに更新し、現在利用しているテレビやインターネットサービスをよ
り利便性の高いものにするため、平成30年度より工事を実施しています。

お問い合わせ先　木曽広域情報センター　電話 ２１－２２１２

　木曽クリーンセンターは、新しい施設で運転を始めて２
年が経過しました。１日24ｔのごみを焼却できる施設です
が、その内４ｔは災害ごみを焼却する計画となっています。
現在、１日約23ｔのごみを焼却しています。昨年全国で自
然災害が多発して災害ごみが大量に発生したことを踏まえ、
もしもの時に備えてごみの減量化にご協力をお願いしていま
す。

燃えるごみの減量にご協力ください

光化工事は指定業者のみで
行います。広域連合の光化
工事でＮＴＴから工事の連
絡がくることはありません
のでご注意ください。

ご注意ください
★現在工事を実施しているエリア
※令和２年９月末頃までに終了予定。

木曽町日義地区・大原地区、上松町、
木祖村（菅、小木曽等）

★令和２年度実施予定エリア 木曽町新開地区、南木曽町

★令和３年度実施予定エリア 木曽町開田地区、木曽町三岳地区

地上・BSデジタル放送
自主放送・データ放送

木曽郡内無料通話
全国割安通話（050）

パソコンDONU

光成端箱光ケーブル

テレビ

テレビ

WiFi

VONU
分 解 点

①
域内IP電話
050IP電話

音声告知機

①、②、③については交換設置いたします。
費用の個人負担はありません。

引込工事
加入者負担無

インターネット ～1000Mbps

地上・BSデジタル放送
自主放送・データ放送

木曽郡内無料通話
全国割安通話（050）

音声告知機 高速インターネット通信 パソコン

域内IP電話
050IP電話

テレビ

テレビ
保安器
分解点

引込端子幹線同軸

引込工事 宅内工事

※模式的に図画しています。

宅内工事の概要
① 現在の保安器をＶＯＮＵ※

に交換します。
 ※ＶＯＮＵ………光受信装置
② インターネットや音声告知

端末に接続するためのＤＯ
ＮＵ※を宅内に設置します。

 ※ＤＯＮＵ……光通信用端末
③ 音声告知端末を新型に交換

します。

注意
BS２K・４K・８K放送を視
聴する場合は、テレビ分岐
分配機等の交換が必要に
なる場合はあります。

【現在宅内図】

【光化後宅内図】

※模式的に図画しています。

木曽クリーンセンター
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　平成30年度の可燃ごみ量は5,562ｔでした。内訳
は、ごみの種類別グラフのとおりビニール・プラス
チック類、紙類、生ごみ等が全体の約８割を占めて
います。
　ごみピットの中にもビニール類・紙類が多く混入
しています。分別すればリサイクルできるものがた
くさん可燃ごみとして出されています。

　 可燃ごみ焼
却量の目標は、
年間4,900ｔで
す。 各 家 庭 で
ごみの分別方
法 やリサ イク
ル できるもの
を今一度ご 検
討ください。

　紙類や生ごみは燃えるごみとして出さずに、分別することで資源として再利用することができます。
紙類は再生紙等に、生ごみは堆肥にリサイクルされています。

お問い合わせ先　老人ホーム木曽寮　電話 ５２－２０５４

お問い合わせ先　木曽クリーンセンター　電話 ２４－３１３１

　長野県高齢者福祉事業協会が主催する「施設利用者作品
展」が今年度も開催され、県下250を超える事業所より、
応募総数70点の中から知事賞１作品、会長賞１作品を受
賞することができました。毎年応募していますが賞に恵ま
れず、平成21年度以来の受賞となり、利用者も職員も大
変喜んでいます。届いた賞状は額に入れ、他の利用者さん
の前で所長から贈呈していますが、他の方の励みになれば
と思います。受賞作品については、長野県庁のロビーに期
間限定で展示され、多くの皆様に見ていただきました。

老人ホーム木曽寮
施設利用者作品展で入賞しました

燃えるごみの中にリサイクルできる物がまだたくさんあります。

分別ごみのゆくえ
紙類分別

生ごみ分別 生ごみの
堆肥化

ごみピット内の様子

ビニール・プラスチック類
16％ 867t

厨芥類（生ごみ・
野菜屑など）＋水分

37％ 2,033t

その他（布・ゴム・
皮革・木・竹など）

17％ 966t

ごみの種類別グラフ

紙類
30％ 1,696t

○知事賞：籐の籠

○会長賞：
　オオヤマレンゲの造花 その他出展作品

リサイクル品
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■本誌に関するお問い合わせは木曽広域連合まで【木曽広域連合構成団体：木曽町/上松町/南木曽町/木祖村/王滝村/大桑村】
　〒399-6101　長野県木曽郡木曽町日義4898-37　TEL.0264-23-1050 　FAX.0264-23-1052
　ホームページ　http://www.kisoji.com/kisokoiki/  　E-mail   soumu@kisoji.com

令和２年４月１日から 違反対象物公表制度 が始まります
　違反対象物公表制度とは、建物を安心して利用していただくために、重大な違反のある建物を、各消防本
部のホームページに公表する制度です。

● 公表の対象となる建物
　飲食店・ホテル等の不特定多
数の方が利用する建物や、病
院・社会福祉施設等の避難が困
難な方が利用する建物です。

● 公表対象となる違反
　建物に義務付けられた、屋内消火栓
設備、スプリンクラー設備または自動
火災報知設備が設置されていない重大
な消防法令違反です。

● 公表する内容
　①対象物の名称
　②所在地
　③違反の内容等　　です。

ケーブルテレビ文字放送を確認できるWebサイト【木曽暮らしの情報掲示板】

広域連合の“旬”な行政情報をお届けしています。
広域連合からのお知ら
せのほか、国や県等の
機関からのお知らせも
掲載しています。

（URL：http://gov.kiso.ne.jp/index.aspx?gov=kouiki）
こちらからアクセスできます

文字放送で見た情報を
ゆっくり確認したい！

過去のお知らせを
見返したい！

お問い合わせ先　木曽広域消防本部　予防係　電話 ２４－３１１９

こんな時にぜひご活用ください

火災報知器は、最大10年を目安に交換をおすすめします！

★定期的に作動確認をしましょう。
★音は鳴りますか？ ★汚れていませんか？

あなたの家の火災警報器は正しく作動していますか？

● 電池はきちんと 
セットされてい 
るかご確認くだ 
さい。


